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太 曽 帆 直 請 謳 扇 鼻
そ ろ ば ん は 、 室 町 房 代 (f) 終 ゎ り こ 0C 中 国 か ら 伝 わ サ こ も の で す.

こ の そ ろ （ ご ん の Jし 一'; も に ℃ る ℃ 太 占 の 素 朴 tふ 計 員 法 に 行 き つ き 呑

す．

チ 中 ） ス 川 と ユ ー 7 ラ テ ス 川 （ こ は さ 呑 れ た メ') ポ ワ ミ ア 乎 原 で 、

紀 元 前 4.000-3.000 年 前 の も (I)'G 思 ゎ れ る 砧 エ 板 が 発 見 さ れ ま し 巳

そ れ に 書 か れ に 文 字 は こ か b 、 当 朋 は 梵 面 に 線 を 引 き 、 小 石 を 羅 い

て 計 算 し た の で は は い だ ろ う か と 推 定 さ れ て い ま す 。 そ の 訂 蒻 ｛ こ

用 い わ れ た 小 石 は 、 力 ｝ し ワ 1 J  (Ca.le.vii) ℃ 呼 ば れ て い ま す 。 そ れ

は 、" 計 員 す る ” ℃ い う 英 語 の カ ル キ ュ し ー ト (Ca.lculate)(J) 語 源

だ こ さ れ て い ま す 。

や が て 、 こ の 計 算 法 が ギ リ シ ア に 伝

訓 、 線 を 引 い に 訂 薩 の に め の 専 用 (J)

板 が 用 い ら れ る よ う に は リ ま し に 。

喜 は 、 「 サ ラ ミ 加 ア litJA-1-C ¥ミ` ＼  

旦三ご：口／：＇ ／，，／； ： ｀
芦 代 メ ソ ポ 勺 三 ア の 訂 雑 去 （ 想 俵 図 ト ー ／‘ ー ／  



ロ ー マ 時 代 に fふ る と 、 ア ！＼ ｀` カ ズ は 特

ち 置 訊 こ 便 刹 tJ. よ う に h 型 it さ オ ほ し

に こ の ア i ¥Tl: ズは 、 今 日 犀 い ら れ

る そ ろ ば ん に た い へ ん 似 た 形 'C .tよ っ て

ロ ー マ の ア パ カ ス い ま す。 お そ ら く 、 、 こ¢ りフ 門 刀 ス が

2 世 紀 頃 に シ ） し ワ ロ ー ド を 通 じ て 中 国 に 伝 た ら れ 、 中 国 の そ ろ ば ん

に 改 良 さ れ た の だ ろ う こ 言 わ れ て い ま す 。 (H.K)

ロ ロ ロ ロ ・  ロ a U
ロ 特 別 展 「 計 擁 糖 の 歴 史 一 了 I'¥' カ ス か ら コ J ピ ュ ー ク さ で ― .J

日 忠 叩
( 水 )(J) 期 閤 胴 催 し ま す 。 占 代 の 計 算 用 異 、 ア バ カ ス か ら コ ン ピ

ュ ー 9 圭 で の 計 籐 根 の 歴 定 の よ う す も 実 物 セ 繰 型 tふ ど 約 130 点 で 紹
介 し 幸 す 。

． ． ． ．  し）  卜イ 師 詩 所弓 講 日 掲

． ．  レ）  」 _イ 時 所9
日 場

ロ

干 特 別 展 記 念 講 演 会 →
万 筵 の 畿 閃 tこ ら の 計 埠 用 興

療 京 理 料 文 字 釦 師 内 山 四 氏

8 月 21 日 （ 日 ） 13=30~ 15:00 
科 客 文 化 セ ソ 弓 ー ・ 1 陸 ホ ー ） し （ 入 揚 無 粁 ）

0 - 斜 営 峡 画 会 - O

コ ソ ビ ュ ー ワ
8 月 14 日 （ 日 ） ① 11 =30~12=00 ②  t5:00~l5:30 
料 学 文 化 セ ソ ワ ー ・ 1 陪 ホ ー ル （ 入 場 無 灼 ）
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